
中国人日本語学習者の名詞複合語アクセントの発音パターン

→ ヒ方方言 ･上海方言を母語とする学習者の比較-

柳 悦

1.はじめに

日本語のアクセントは習得しやすいようで習得しにくい､という感想を持つ外

国人学習者は少なくない｡それは単語の際に習ったアクセントが別の単語とつな

がると全く異なるアクセントになる､つまり複合語になると単語でのアクセント

が適用できず､その習得に困難を伴うためであろう｡そのため､単語量が増加す

るにつれ､アクセントに戸惑いを感じながら日本語の勉学を継続する或いは挫折

する学習者もいると考えられる｡実はそう感じているのは学習者だけではない､

近年､日本語教育で韻律に関する研究が増加しているのを見ると､この間題に対

する関心の高さが窺える｡日本語は中国人学習者が多いため､中国人学習者を対

象とした研究も多く､野揮 ･重松 (1997)､福岡 (1998)､鮎沢ほか (1999)な

どアクセント､イントネーションの習得に注目した研究例として挙げられる｡し

かし､これまでの研究報告を概観すると､学習者が苦手としている複合語アクセ

ントに関しては､まだ専門的な研究が少なく､また調査方法を見ると聴取実験を

主としたものが多いのが現状である｡そこで､本研究はまず中国人学習者を対象

に､名詞複合語アクセントの発音について調査し､学習者にはどんな発音パター

ンがあるのか､それを集計し､原因を探り､今後の日本語教育における複合語ア

クセントの習得への提言としたい｡また中国には多くの方言(1)があり､それは主

に音声において差があると一般に認識されており､そのため本研究も学習者の母

方言に注目し､方言による影響にも関心を注ぎたい｡

2.調査方法及び分析方法

本研究の被験者は､中国人日本語学習者であり､上海市 (上海方言を母語とす

る学習者 25名)､山東省済南市 (北方方言を母語とする学習者 26名)に位置す

る高等教育機関の日本語専攻の3､4年生で､滞日経験はない｡調査時点では上級

学習レベルとなっている｡また比軟のために､日本人8名に対しても､同様の実

験を行った｡この実験への日本人協力者は､関東出身の大学生で､日本語の音声

について､特に専門的な知識はなかった｡

実験で使う単語は､すべて名詞で､上級の学習者には既習の5拍以上の常用複
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合語 19語である(2).

調査手順として､実験単語リストを提示し､｢○○がいいです｣というキャリア

文に埋め込み､被験者に2回ずつ読んでもらい､それをICレコーダー(0Ⅰ∬MPUS
社製Voice･TrekDS･20)で録音した｡

分析方法としては､まず被験者が実際に発音した語のアクセント型を判定する

際､すべて2回目の音声を使用することとした｡また､判定するとき音声の系列

による影響が出ないようにするため､男女､日本人と学習者の音声の提示順序が

ランダムになるよう編集した｡編集には音 声編集ソフトC∞lEdit96を用い､最

終的にカセットテープに収録 した｡アクセント型の判定は､筆者がカセットテー

プから流れた単語を聞き取って､そのアクセント型を記録した｡また判定結果を

検証するために､日本語教育関係者4名(3)にもアクセント型を同様の手順で判定し

てもらった｡結果が異なる場合は､音声分析ソフトSpeech血alyzer2.4でピッ

チ曲線を抽出して筆者が総合的に判定した(4)｡最終的に､すべての音声データに

つき判定結果を1つにまとめたうえで正解率と発音パターン数などを用いて拍数

別にグループ間の比較を行った｡

3.考察

3.1 正解率

ここで､学習者の複合語アクセント発話実験の結果を提示する｡

99.34%

上海方言話



図 1から､全体的に日本語母語話者は 100%に近い正解率だが､学習者の両グ

ループともに50%台であることが分かる｡

次に図2は複合語アクセントの変化基準を元に本実験の学習者の正解率を整理した

ものである｡

■北方方言話者囚上海方言話者0% 20% 40%

60% 80% 100%図2 両グループの複

合語アクセント変化基準別正解率(｢1･A｣など

については注2を参照されたい)図2を見ると全体的には北方方言話者､上海方言

話者ともに類似した傾向となっているが､1･C､2･Aの場合､上海方言を母語とする学

習者のほうが安定していて､特に｢女性希望者｣のグラフでは､北方方言を母語とす

る学習者より正解率が大幅に上昇していることが分かる｡また1-A､1･Bのようにアク

セント核に特殊柏が関わったり､あるいは前部要素と後部要素の境目に来るなどの場合､正解率が両極端になって､習

得



3.2発音パターン

次に､学習者のアクセントが1語の中で2度上昇するという傾向があったので､そ

れが主に複合語のどの部分で発生したかを見るために､表 1-3に分析結果をまとめ

た｡表の中で､アクセントパターンの表示は､表中の一番拍数が多い単語を基準にし

たもので､下線部分は､後部要素1拍目を表し､太字の数値はその単語の正しいアク

セントである｡そこから､学習者の間違った発音パターンのほとんどが後部要素1拍

目に集中しているが分かる｡中には､後部要素1拍目で二回日の上昇が起きてしまっ

たパターンも多く見られる｡

表 1 前部要素2拍語の発音パターン (表中の数字は% ○低●高 下線部分は後

部要素1拍目)

学習者アクセントパターン 複合語学習者 プロ野球 虫メガネ 生たまご 膝枕 置手
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表2 前部要素3拍語の発音パターン (表中の数字は% ○低●高 下線部分は後

部要素1拍目)

学習者アクセントパタ-ン 複合語学習者緑色 左腕 た芸ご 線虫 招き猫 柱時計 芸
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表3 前部要素4拍語の発音パターン (表中の数字は% ○低●高 下線部分は後

部要素1拍目)

学習者アクセントパターン 複合語学習者 番号札 運動会 韓国人 雪男 慧 至
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上記の結果を受けて､なぜ学習者の複合語アクセントに二度上がり現象が生じたか

を調べるために､後部要素のアクセントパターンとの関係も調査した｡後部要素のア

クセント型をグルー7℃)～④に分けることにした｡

0% 20% 40% 60% 80% 100%

図3 後部要素 1拍目で上昇するパターンD後部要素平板型②後部要素尾

高型③後部要素中高型④後部要素頭高壁)図3では､北方方言､上海方言を母語と

する学習者ともに後部要素が平板型､尾高型と中高型の複合語に対して､後部要素の

1拍日で上昇する傾向が見られた｡つまりこれらの複合語に対して､多くの学習者が

前部要素ではすでに一度下がったが､後部要素が平板型､尾高型や中高型であるため､アクセントが再上昇したと

見られる｡この点については､後部要素のアクセント型 (中高型､平板型､尾高型)による明確



から考察したい｡表4､5はその結果になる｡

表4 上海方言を母語とする学習者の正解率による並べ替え

(前部要素､後部要素アクセントパターンと漢字の声調の比較)

日 中 単語 雫冨
芦前 後

前 後頭 平 4 2

線虫 0.00中 平 l l

番号札 3.85中 平 3 たまご酒 7.69

頭 平 4 4 緑色 26.92

平 中 1 4 中古自動車 2

6.92平 平 3 3 左腕 3

4.62平 中 3 1女
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4 2 柱時計 38.46頭 平 3 プロ野球 53.85
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51 生たまご 53.85

･廉■.■平 4 3 置手紙

61.541,蛮 勇x. 1 3 膝枕 73.08

平 4 4 大阪大学 84.62寮 2 虫メガネ 88.46

辛 4 4 運動会 88.46



表5 北方方言を母語とする学習者の正解率による並べ替え

(前部要素､後部要素アクセントパターンと漢字の声調の比較)

日 中 単語 雫欝
●前 後

前 後頭 平 4 2

線虫 0.00中 平 l l

番号札 0.00中 平 3 たまご酒 5.00

頭 尾 4 4 緑色 10.0

0平 尾 3 3 左腕 40.0

0平 中 1 4 中古自動

車 40.00頭 平 3

プロ野球 50.00平 平 4 3
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の日本語アクセントを中国語漢字音の声調と合わせたものである｡ここでは､中国語

声調のトーンの起点が単語全体にどのような影響を与えるかをみるために､前部要素

と後部要素の-宇目の漠字音のみ対象となる｡表から､両グループともに複合語にな

ると､どれか特定の中国語の声調が前部要素あるいは後部要素の日本語に影響しやす

いという傾向がなく､逆に日本語のアクセントに注目すると､前部要素が平板型で後

部要素が頭高型の複合語に対して､高い正解率になっていることが分かる｡それは､

楊 (1993)で､中国語には ｢前平後降｣の組み合わせが多いため､中国人学習者が日

本語もこのように発音する傾向があるとの指摘を裏づけたものだと思われる｡つまり､

複合語の場合は､単語のように一字の漢字音より語全体に対して､中国語の声調パタ

ーンが影響しやすいと考えられる｡また反対に､後部要素が平板型の場合､正解率が

低いことが分かる｡

4.結論

今回､中国北方方言を母語とする学習者と上海方言を母語とする学習者を対象

に日本語の名詞複合語アクセント発音パターンを調査 したところ､主に以下のよ

うな結果が得られた｡

① 前部要素が平板型で､後部要素が頭高型のパターンが学習者にとって習得

しやすく､その中には､複合語のアクセント核が後部要素 1拍目にあるパ

ターンがもっとも習得しやすいことが分かった｡

② 平板型アクセントの単語が後部要素になるともっとも習得しにくく､二度

上がり現象が起きてしまうことが分かった｡

③ ほとんどの発音パターンが両グループに共通して現れたことから､複合語

の発音において､母方言の韻律的影響より､学習者の日本語の複合語に対

する認識が発音に導く主要国になっていることが分かった｡

これらの結果を受けて､中国人日本語学習者に対して､名詞複合語アクセントの

教育には､下記を提言したい｡

Ⅰ.日本語のアクセントを初級日本語の時だけではなく､上級にな-っても､継続

的に学習者の習得状況をチェックし間違ったところを訂正する0

Ⅱ.名詞複合語のアクセントに対して､A)パターン化したもの (地名､大学名､

駅名など)と､B)そうでないものをグループ分けし､A-Bの順番で学習

する｡この段階ではすでに一部の複合語に対して二度上がりのあやまちを回

避できる｡

Ⅲ.二度上がり現象が起きやすいパターンに対して､意図的に反復練習し､正し

Ilo-



い発音を植えつける｡

5.今後の課窺

今回､中国北方方言を母語とする学習者と上海方言を母語とする学習者に対し

て､日本語の名詞複合語アクセントの発音パターンについて調査を行った｡実験

が被験者にかかる負担を考慮 してこ実験用語の量を充分に提示することができな

かった｡今後より実験用語を抜粋し､更に動詞､形容詞の複合語も取 り入れ再検

証を行いたい ｡

また､今回は両グループともに上級者だったが､今後は初級､中級学習者や滞

日経験ある人とない人も対象とし､さらに同じ対象者に日本語運用能力の各段階

においての縦断的調査を行い､どのような差があるか､またその習得過程におい

てどんな傾向があるかを探っていきたい｡

注

(1) ここで言う母方言は､学習者の出身方言の代表的なものを指す｡現在上海方

言は呉方言の代表として一般的に認識され､山東方言は北方方言の下位方言

とし､北方方言の代表は一般に北京語と認識されている｡

(2) 複合語については､アクセント変化の基準に沿って､組み合わせた｡その基準

及び選出単語は下記のとおりである｡栄

1.後部要素2拍語の場合 :

1･A 前部要素の最後の柏にアクセント核が来る｡

選出単語3つ :たまご酒､韓国人､緑虫

1･B 前部の最終拍が特殊柏の場合は､核が一つ前の自立柏に移る｡

選出単語2つ :番号札､運動会

1･C後部アクセント核を保持する｡

選出単語2つ :招き猫､高層ビル

1･D 後部が尾高型の和語や漢語の場合､複合語全体が平板型になる｡

選出単語2つ :左腕､緑色

2.後部要素が3柏､4柏の場合 :

2rA 後部要素が頚高型､中高型 (3､4拍の頭高型と4拍の2型)の場合は後

部のアクセント核を残す｡

選出単語5つ :虫メガネ､膝枕､金持ち親子､中古自動車､女性希望者
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2･B 後部要素が尾高型､平板型および4拍語の3型の場合は後部の1拍目に

核が生じる｡

選出単語5つ:プロ野球､生たまご､柱時計､置き手紙､大阪大学

※ 上記単語はすべて上級日本語学習者が使用するテキストに現われたもので､

単語によって日本語としての使用頻度は異なるし､複合語として見ると､日本

語としての一般性に大きな相違のあるものがある (例えば ｢膝枕｣と ｢金持ち

親子｣が複合語として同列に並ぶことに違和感があるだろう)｡しかし､学習者

にとっては､そうした一般性に関する感覚は乏しく､既習単語の組み合わせと

捉えられている｡

(3) 日本語教育能力検定試験合格者､日本語教育､方言学を専門とする研究者で

普段音声のチェックや､日本語アクセントに関する知識を熟知した方である｡

(4) 評価者間の一致度を確認するため､Cohen'S〝の借を求めた結果､全実験用

語において JC-0.8となり､かなりの一致度を示したと考えられるoCohen'S

〝 値はどの倍以上であれば､一致度が安定しているかという明確な基準はな

いが､今回のような､音を聞いて直感的判断が伴う作業の場合は､0.7以上と

されている｡従って､評価者の結果を統合して採用することは可能である｡
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